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協
会
の
と
り
く
み

３
月

12
日　

 

大
阪
・
千
日
前
通
り
で
街
頭
募
金
。
伊
津
進
弘
理
事
長
（
当
時
）
や
宮
本
辰
雄
監
事
、
事
務

局
員
の
計
16
人
が
募
金
訴
え
る

15
日　

救
援
募
金
ス
タ
ー
ト
。
会
員
に
協
力
呼
び
か
け

16
〜
18
日　

 

住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
を
先
頭
に
、
大
阪
歯
科
と
兵
庫
協
会
の
事
務
局
員
の
計
４
人
が

宮
城
・
岩
手
・
福
島
の
各
協
会
を
訪
問
。
救
援
物
資
と
義
援
金
を
届
け
る

30
日　

会
員
か
ら
の
募
金
額
が
７
０
０
万
円
を
超
え
る

※ 

協
会
、
会
員
の
募
金
と
は
別
に
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
各
協
会
に
義
援
金
各
２
０
０
万
円
を
送

付
。
福
岡
歯
科
の
仲
介
に
よ
る
業
者
か
ら
の
歯
ブ
ラ
シ
無
料
提
供
分
12
万
本
と
、
大
阪
の
協
同
組

合
調
達
分
１
万
３
０
０
０
本
を
宮
城
・
岩
手
協
会
を
通
じ
て
避
難
所
に
送
る

４
月

９
〜
10
日　

 

大
阪
歯
科
や
兵
庫
、
京
都
歯
科
な
ど
５
府
県
の
保
険
医
協
会
で
つ
く
る
歯
科
医
療
支
援

チ
ー
ム
が
宮
城
県
の
避
難
所
を
訪
問
。
山
上
紘
志
副
理
事
長
が
団
長
を
務
め
た

９
日　

 

街
頭
宣
伝
。
伊
津
進
弘
理
事
長
（
当
時
）
や
辻
本
勝
副
理
事
長
、
宮
本
辰
雄
監
事
、
事
務
局

員
ら
18
人
が
募
金
呼
び
か
け

11
日　

救
援
募
金
の
一
次
集
約
分
７
０
０
万
円
を
被
災
地
に
送
付

14
日　

震
災
後
初
の
国
会
行
動
。
被
災
者
の
医
療
支
援
の
拡
充
を
訴
え
る

30
日　

 

会
員
か
ら
の
救
援
募
金
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

※ 

復
興
支
援
の
輪
が
全
国
に
広
が
り
、
19
日
ま
で
に
17
協
会
が
被
災
地
を
訪
問
し
た
。
歯
ブ
ラ
シ
の

寄
贈
は
計
17
万
１
０
０
０
本
に
達
し
た

５
月

８
〜
13
日　

 

岩
手
協
会
か
ら
の
要
請
で
、
被
災
会
員
の
安
否
・
状
況
確
認
の
た
め
、
大
阪
歯
科
か
ら

事
務
局
員
を
派
遣

15
日　

 

機
関
紙
で
被
爆
科
学
者
の
沢
田
昭
二
氏
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）
の
連
載
「
原
発
汚
染
」

を
開
始
。
内
部
被
曝
の
危
険
性
を
強
調

18
〜
21
日　

 

歯
科
医
療
支
援
チ
ー
ム
を
宮
城
県
石
巻
市
に
派
遣
。
戸
井
逸
美
理
事
ら
が
特
に
被
害
が

大
き
い
牡
鹿
半
島
を
中
心
に
20
を
超
え
る
避
難
所
を
訪
問

19
日　

国
会
要
請
。
被
災
者
医
療
の
確
保
を
求
め
る

25
日　

 

被
災
会
員
の
診
療
再
開
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に
救
援
募
金
を
開
始
。
会
員
に
協
力
を
呼

び
か
け
る

29
日　

 

第
50
回
定
期
総
会
で
「
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
１
原
発
事
故
の
被
災
医
療
機
関
・
被
災
者

の
復
興
を
全
面
的
に
支
援
す
る
」
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
２
０
１
１
・
12
年
度
方
針
案
を
採

択
。
決
議
「
原
発
依
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
の
一
刻
も
早
い
転
換
を
求
め
る
」
を
採
択

６
月

９
日　

 

国
会
要
請
。
被
災
者
の
一
部
負
担
金
免
除
措
置
で
、

証
明
書
不
要
の
現
行
の
取
り
扱
い
を
継
続
す
る
よ
う

求
め
る

19
日　

 

日
常
診
療
経
験
交
流
会
で
元
京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
教
員
の
岩
本
智
之
氏
が
講
演

７
月

７
日　

 

国
会
要
請
。
被
災
会
員
の
早
期
診
療
再
開
へ
、
公
的

支
援
の
拡
充
を
訴
え
る

24
日　

 

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
が
国
会
議
員
で
た
だ
一

人
の
原
子
力
の
専
門
家
・
吉
井
英
勝
衆
院
議
員
（
共

産
）
を
招
き
、
講
演
会
を
開
く

30
日　

 
原
発
ゼ
ロ
目
指
し
、
約
３
千
人
が
参
加
し
府
民
集

会
。
協
会
か
ら
小
澤
力
理
事
長
、
小
山
栄
三
理
事
・

相
談
役
、
事
務
局
ら
が
参
加

８
月

11
日　

 

国
会
要
請
。
被
災
医
療
機
関
へ
の
公
的
支
援
や
、
消
費
税
に
よ
ら
な
い
復
興
財
源
の
確
保
な

ど
求
め
る

15
日　

機
関
紙
で
府
の
津
波
・
高
潮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ポ
を
掲
載

９
月

22
日　

国
会
要
請

10
月

８
〜
９
日　

 

協
同
組
合
ま
つ
り
で
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画

を
開
催

８
日　

 

大
阪
府
知
事
選
で
脱
原
発
や
防
災
都
市
・
大
阪
な
ど

を
掲
げ
る
梅
田
章
二
予
定
候
補
の
推
薦
を
決
定

15
日　

 

「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」
が
発
足
。
結
成
集
会
に

３
０
０
人
の
市
民
が
集
ま
る
。
大
阪
市
南
部
地
区
の

協
賛
で
、
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教
の
今
中
哲

二
氏
が
西
成
区
で
講
演

20
日　

国
会
要
請

31
日　

 

救
援
募
金
の
取
り
組
み
を
終
了
。
総
額
１
２
８
９
万

３
８
４
０
円
が
寄
せ
ら
れ
た

11
月

15
日　

 

被
災
者
の
医
療
費
免
除
の
期
間
延
長
を
求
め
る
署
名

を
開
始

20
日　

 

全
国
か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
ら
２
５
０
０
人
が
参
加

し
、
震
災
復
興
や
医
療
再
生
を
訴
え
、
東
京
・
銀
座

を
デ
モ
。
協
会
か
ら
吉
田
裕
志
副
理
事
長
ら
10
人
が

参
加

21
日　

 

三
次
補
正
予
算
が
成
立
。
災
害
復
旧
費
補
助
金
が
１

２
６
億
円
積
み
増
し
さ
れ
、
被
災
歯
科
診
療
所
が
初

め
て
補
助
対
象
と
な
っ
た

12
月

１
日　

国
会
要
請

17
日　

 

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
が
学
習
交
流
会
を
開
き
、
日

本
環
境
学
会
会
長
の
和
田
武
氏
が
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
可
能
性
と
日
本
で
の
普
及
促
進
」
を
テ
ー
マ
に

講
演

22
日　

 

歯
科
・
医
科
・
協
同
組
合
の
３
団
体
が
、
岩
手
県
立

高
田
病
院
に
携
帯
型
エ
コ
ー
を
寄
贈

　
　
　

脱
原
発
な
ど
を
求
め
て
大
阪
府
と
交
渉

※ 

被
災
者
の
医
療
費
免
除
期
間
延
長
を
求
め
る
署
名
８
０
０

筆
超
を
宮
城
協
会
へ
送
付

１
月

１
日　

 

機
関
紙
で
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
所
長
の
飯

田
哲
也
氏
の
特
別
寄
稿
を
掲
載

19
日　

国
会
要
請

２
月

２
日　

厚
労
省
が
被
災
者
の
医
療
費
免
除
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
決
定

９
日　

国
会
要
請

３
月

３
日　

 

一
体
改
悪
の
撤
回
や
震
災
復
興
な
ど
を
求
め
、
近
畿
各
府
県
の
保
険
医
協
会
や
市
民
団
体
な

ど
が
近
畿
総
決
起
集
会
を
開
く
。
１
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
御
堂
筋
を
デ
モ
。

８
日　

国
会
要
請

11
日　

震
災
１
周
年
で
、「
な
く
そ
う
原
発
３
・
11
府
民
１
万
人
集
会
」
開
く

岩本智之氏の講演。原発の
危険性を訴えた　　　　　

吉井英勝氏の講演。原発利権の問題を指摘。原発ゼロの会発足集会
和田武氏の講演。自然エネルギーの
可能性を語った　　　　　　　　　 ドクターズウォーク銀座デモ

被
災
者
に
心
寄
せ
て
東
北
へ
、国
会
へ

■
震
災
翌
日
か
ら
街
頭
募
金

■協同組合まつりで
　東日本大震災チャリティー企画

■ 

被
災
会
員
の
安
否
確
認
に
全
力

■岩手県立高田病院にエコー寄贈

■「脱原発」で講演会 ■ 震災直後に住江
保団連会長が被
災協会を訪問

　 協会から事務局
員が同行

■会員の募金協力は延べ609人、1289万円
　阪神淡路大震災を大きく上回る

■震災後、初の国会行動で被災者の
　医療支援を要請　歯科診療所支援を実現

■ 

機
関
紙
で「
原
発
汚
染
」

連
載
、
防
災
施
設
を
取
材 　東日本

大震災の
発生を受
け、急き
ょ、３月
12日の理
事会前に
役員・事
務局員16
人が募金
箱を手に
街頭に立

った。若者から高齢者まで次々と協力し、
「役立ててください」とレジ袋いっぱいの
お金を手渡す人も。街頭募金は、４月の理
事会前にも実施した。

　10月８～９日の第34回保険医協同組合まつりで、
東日本大震災チャリティー企画を開催。ジャーナリ
ストの西谷文和氏が「原発と利権の構造」をテーマ
に講演。岩手県立高田病院の上野正博医師が被災地
医療の状況を伝えた。東京歯科保険医協会の森元主
税副会長が医療支援活動を報告。陸前高田市支援連
絡協議会のＴシャツ販売コーナーも注目を集めた。

　岩手協会からの
要請で、協会は５
月８～13日まで、
被災会員の訪問活
動のために事務局
員を現地に派遣し
た。震災後２カ月
が経過しても、沿
岸部では生活イン
フラがそろってい
ない地域が残さ
れ、道路脇にガレ

キが積み上げられたままになっているな
ど、復興の遅れが目立った。釜石市や陸前
高田市などの被災した医師・歯科医師は、
地元での医療機関再建に意欲を持ってい
た。

　「歯の調子はいかがですか」――。避難生活
を余儀なくされている被災者の健康悪化を防ご
うと４月９～10日、山上紘志副理事長を団長と
する大阪歯科・兵庫・京都歯科・和歌山・福岡
歯科各協会の歯科医療支援チームが宮城県内の
避難所を訪れた。支援チームは、歯科医師５人
と医師１人、歯科衛生士１人、事務局員４人の
計11人。石巻市と名取市の避難所で、被災者一
人ひとりに声をかけ、悩みや要望を聞き、口腔
ケアに取り組んだ。

事務局員でつくる協会の歯科医療支援チームが宮城県石巻市を訪問。無歯科
医地区の牡鹿半島周辺で、20カ所を超える避難所をまわった。避難所では、
「歯医者さんが初めて来てくれた」と歓迎。「入れ歯がガタガタでご飯が食
べられない」「せめて子どもには良い歯を残してあげたい」など、切実な声
が寄せられた。

　５月18～
21日には、
戸井逸美理
事と柴田次
朗先生（豊
能郡）、歯
科技工士、

　保団連は震災発生後すぐに
対策本部を設置。被災協会へ
の激励と救援物資を届けるた
めに、住江憲勇保団連会長を
先頭に、大阪歯科と兵庫協会
の事務局員の計４人が先遣隊
として３月16～18日に宮城・
岩手・福島各県の協会を訪
問。大阪府保険医協同組合が
調達した医薬品や、義援金を
届けた。

　救援募金の呼びかけを３
月15日に開始。直後から募
金が続々と集まり、わずか
１カ月で阪神淡路大震災時
の募金を大きく上回る700
万円に達した。10月末まで
に延べ609人から①被災自
治体宛募金1166万3840円
（532件）②被災会員支援
募金123万円（77件）――が
寄せられた。
　会員の募金とは別に、協
会は地域医療の復旧を願
い、岩手・宮城・福島の各
協会に義援金を各200万円
送った。

　協会・保団連は４月14日に震災後初となる国
会行動に取り組んだ。大阪選出の議員に①仮設
診療所の設置②医療機関への無償貸し付け――
などを訴えた。以後、毎月のように要請を重
ね、被災者の支援拡充を求めた。
　当初、歯科診療所は国の復旧費補助金の対象
外だった。市田忠義参院議員（共産）の国会で
の追及が契機となり、厚労省は三次補正予算で
補助金を126億円積み増し、休日診療や在宅当
番医の約140の歯科診療所を補助対象とするこ
とを決めた。
　協会・保団連は被災者の医療費免除措置の期
限が２月末で切れることを問題視し、期間の延
長を求める署名運動を展開。厚労省は２月２
日、免除措置の延長を決めた。

　歯科・医科・協同組合
の３団体は12月22日、岩
手県立高田病院に携帯型
超音波診断装置を寄贈し
た。後日、達増拓也岩手
県知事からお礼状が届い
た。

　６月19日に歯科・医
科・協同組合の３団体
は「第５回日常診療経
験交流会」で、元京都
大学原子炉実験所教員
の岩本智之氏を招き、
「福島第一原発事故か
ら考える」をテーマに
講演会を開いた。
　７月24日に大阪反核
平和医療人の会は、国
会議員で原子力の専門
家・吉井英勝衆院議員
（共産）を講師に「核
のない未来へ～原発抜
きの日本はいかにして
可能か」を開いた。
　12月17日には、原発
ゼロの会・大阪が主催
した学習会で、日本環
境学会会長の和田武氏
が「自然エネルギーの
可能性と日本での普及
促進」をテーマに講演
した。

　放射能汚染が健康に及ぼす影響に
ついて、被爆科学者の沢田昭二氏
（名古屋大学名誉教授）に執筆依頼
し、５月15日付から３回にわたって
内部被曝の危険性を語ってもらっ
た。政府やマス・メディアが内部被
曝を軽視するなか、適確な情報を会
員に伝えた。
　８月15日付では、府の「津波・高
潮ステーション」を取材。大阪を襲
う大津波の危険性を伝えた。
　１月１日付では、環境エネルギー
政策研究所所長の飯田哲也氏の寄稿
を掲載。自然エネルギーの展望につ
いて会員に伝えた。

緊急募金街宣

宮城県石巻市・名取市での歯科医療支援

宮城・牡鹿半島での歯科医療支援

岩手支援

国会行動高田病院にエコー寄贈

５
月
25
日
付
機
関
紙
。
沢
田
昭
二
氏
の
連
載　

岩
本
智
之
氏

吉
井
英
勝
氏

和
田
武
氏

震災救援隊

街頭宣伝

◆被災者救援募金
合計1166万3840円（532件）
〔送金先〕
宮城県　355万4614円
岩手県　355万4613円
福島県　355万4613円
茨城県　100万円

◆被災会員支援募金
合計123万円（77件）
〔送金先〕
保団連
※ 保団連で集約の上、被
災会員に分配

■「初めて歯医者が来てくれた」
　避難所を訪問


